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特
別
記
事

佐
々
木
寿
美
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
佐
々
木
寿
美
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
高
齢
者
福
祉
に
関

す
る
政
策
過
程
研
究
」
の
構
成
、
な
ら
び
に
概
要
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。序

論
　
　
　
本
研
究
の
視
点
と
構
成

第
1
部
　
　
政
策
過
程
研
究
に
関
す
る
理
論
的
考
察

　
第
1
章
　
地
方
分
権
の
政
治
文
化
に
関
す
る
比
較
研
究

　
　
1
　
米
国
と
日
本
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
2
　
政
策
過
程
研
究
へ
の
視
座

　
第
2
章
　
欧
米
の
政
策
過
程
研
究
に
関
す
る
歴
史
的
考
察

　
第
3
章
　
わ
が
国
に
お
け
る
政
策
過
程
研
究

　
第
4
章
　
高
齢
者
福
祉
政
策
の
理
論
的
考
察

　
　
1
　
高
齢
者
福
祉
を
め
ぐ
る
政
策
構
造
と
そ
の
変
化

　
　
2
　
高
齢
者
福
祉
政
策
を
め
ぐ
る
主
要
ア
ク
タ
i

第
2
部
高
齢
者
福
祉
政
策
の
現
状
と
課
題

　
第
1
章
　
中
央
レ
ヘ
ル
の
政
策
過
程
に
関
す
る
分
析

　
　
1
　
高
齢
者
福
祉
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究

　
　
2
　
二
ー
ズ
・
基
準
量
に
関
す
る
考
察

　
　
3
　
政
策
過
程
を
と
り
ま
く
諸
要
因
に
関
す
る
分
析

　
　
4
　
分
析
結
果
と
今
後
の
課
題

　
第
2
章
　
地
方
レ
ペ
ル
の
政
策
過
程
に
関
す
る
分
析

　
　
ー
　
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
関
す
る
考
察

　
　
2
　
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
考
察

　
　
3
　
大
都
市
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
政
策

　
第
3
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
政
策

　
　
1
　
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

　
　
2
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
考
察

　
　
3
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
と
高
齢
者
福
祉
政
策
の
展
開

　
　
4
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
る
地
域
福
祉
の
形
成

　
第
4
章
　
福
祉
政
策
の
質
的
向
上
を
め
ざ
す
取
組
み

　
　
1
　
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
特
徴
と
背
景

　
　
2
　
諸
外
国
で
の
取
組
み

　
　
3
　
わ
が
国
に
お
け
る
展
開
過
程

第
3
部
　
地
方
レ
ベ
ル
の
福
祉
政
策
過
程
に
関
す
る
研
究

　
第
－
章
　
先
行
研
究

　
第
2
章
　
政
策
実
施
過
程
の
規
定
要
因

　
　
1
　
政
策
実
施
過
程
の
段
階
と
仮
説
と
の
関
係

　
　
2
　
公
共
政
策
の
種
類
と
仮
説
と
の
関
係
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3
　
仮
説
が
生
み
出
さ
れ
る
背
景

第
3
章
　
高
齢
者
福
祉
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
と
仮
説
と
の
関
係

　
1
　
従
属
変
数
に
関
す
る
考
察

　
2
　
高
齢
者
福
祉
政
策
過
程
と
仮
説
と
の
関
係

　
3
　
高
齢
者
福
祉
政
策
の
特
質
と
仮
説
と
の
関
係

第
4
章
　
仮
説
と
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
連
性
に
関
す
る
考

　
　
　
　
　
察

　
1
　
垂
直
波
及
仮
説
に
関
す
る
考
察

　
2
　
仮
説
と
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
連
性
に
関
す
る
考
察

　
3
　
調
査
結
果
の
検
討

第
5
章
　
分
権
型
福
祉
国
家
に
お
け
る
政
策
過
程

　
1
　
行
政
圏
に
お
け
る
中
心
性
・
自
治
体
規
模
と
仮
説
と
の
関
係

　
2
　
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
と
自
治
体
政
策
過
程

結
論
と
今
後
の
研
究
課
題

　
本
論
文
が
高
齢
者
福
祉
政
策
を
研
究
対
象
と
す
る
理
由
は
、
現
在
、

従
来
の
中
央
主
導
型
の
政
策
過
程
を
見
直
し
、
地
方
自
治
体
に
大
幅

な
権
限
と
財
源
を
移
譲
し
よ
う
と
す
る
地
方
分
権
と
、
そ
の
受
け
皿

と
し
て
の
一
定
規
模
の
政
策
能
力
を
有
す
る
自
治
体
を
形
成
し
よ
う

と
す
る
市
町
村
合
併
と
言
う
二
つ
の
改
革
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
中
央
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た

公
共
政
策
が
、
今
後
各
地
方
自
治
体
の
能
力
と
責
任
に
お
い
て
地
域

の
二
ー
ズ
に
適
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
変
わ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
で
、
こ
う
し
た
改

革
は
、
わ
が
国
の
高
齢
者
福
祉
政
策
が
米
国
型
政
策
に
近
づ
く
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
保

証
さ
れ
ず
、
福
祉
水
準
が
低
下
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
格
差
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
住
み
分
け
現
象
が
生
じ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

そ
の
住
み
分
け
に
端
を
発
す
る
住
民
間
の
相
互
信
頼
の
欠
如
が
社
会

的
不
安
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
少
子
高
齢
化
が

顕
著
に
進
行
し
て
い
る
わ
が
国
が
北
欧
型
の
高
負
担
高
福
祉
国
家
へ

移
行
す
る
財
政
的
余
裕
が
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
国

型
の
競
争
市
場
原
理
に
任
せ
る
の
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
北
欧
型

の
福
祉
国
家
政
策
で
も
な
い
、
現
在
の
わ
が
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い

高
齢
者
福
祉
政
策
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
、
本
論
文
に
お
け
る
研
究
が
も
つ
価
値
は
高
い
も
の
と

考
え
る
。

　
さ
て
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
第
一
に
本
論
文
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
政
策
の
形
成
・
実
施
過
程
に
焦
点
を

当
て
て
高
齢
者
福
祉
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
に
、
本
論
文
は
上
記
政
策
過
程
に

存
在
す
る
問
題
点
を
明
確
化
し
、
公
的
セ
ク
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
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割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
三
に
、

本
論
文
で
は
、
今
後
、
一
層
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
か
予
想
さ
れ
る

わ
が
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
福
祉
政
策
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
論
文
の
第
1
部
「
政
策
過
程
研
究
に
関
す
る
理
論
的
考

察
」
で
は
、
全
体
の
分
析
枠
組
な
ら
び
に
既
存
の
政
策
過
程
研
究
に

つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
特
に
第
1
章
「
地
方
分
権
と
政
治
文
化
に

関
す
る
比
較
研
究
」
で
は
、
日
米
両
国
の
政
治
文
化
の
違
い
を
踏
ま

え
た
上
で
、
両
国
に
お
け
る
中
央
地
方
関
係
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、

日
本
型
分
権
国
家
が
英
米
型
分
権
国
家
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
2
章
「
欧
米
の
政
策
過
程
研
究
に
関

す
る
歴
史
的
考
察
」
と
第
3
章
「
わ
が
国
に
お
け
る
政
策
過
程
研

究
」
で
は
、
従
来
の
政
策
過
程
研
究
を
「
政
策
実
施
研
究
」
を
軸
に

し
て
体
系
的
に
整
理
し
、
プ
レ
ス
マ
ン
や
ウ
ィ
ル
ダ
フ
ス
キ
ー
等
の

第
一
世
代
に
お
け
る
「
政
策
形
成
と
実
施
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生

み
出
す
要
因
を
探
る
」
研
究
か
ら
、
幾
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
比
較

検
討
し
て
、
そ
の
成
否
の
要
因
を
包
括
的
に
探
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
第
二
世
代
へ
の
研
究
へ
発
展
し
て
来
た
と
考
え
る
。
具

体
的
に
は
、
「
（
中
央
政
府
に
お
け
る
政
策
形
成
過
程
が
公
共
政
策
過

程
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
重
視
す
る
）
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
ブ
ロ
ー

チ
」
と
「
（
地
方
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
ア
ク
タ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
）
ボ
ト
ム
ア
ッ
ブ
ア
フ
ロ
ー
チ
」
が
、
統
合

的
か
つ
包
括
的
な
ア
フ
ロ
ー
チ
に
変
化
し
て
行
っ
た
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
一
九
八
五
年
以
降
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
限
界
を

踏
ま
え
、
よ
り
循
環
的
な
モ
デ
ル
や
公
共
政
策
の
も
つ
デ
ザ
イ
ン
に

焦
点
を
あ
て
た
第
三
世
代
に
進
化
し
た
と
す
る
。
ま
た
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
公
共
政
策
過
程
を
分
析
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
特
定
の
制
度
や
公
共
政
策
過
程
に
お
け
る
諸
ア
ク

タ
ー
を
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
か
っ
た
が
、

最
近
で
は
、
特
定
の
政
策
領
域
に
関
す
る
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ
ま
で

の
諸
段
階
に
お
け
る
政
策
の
形
成
・
実
施
過
程
を
包
括
的
に
研
究
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
代

表
的
な
研
究
を
紹
介
、
検
討
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
第
4
章
「
高
齢
者
福
祉
政
策
の
理
論
的
考
察
」
で
は
、
本

論
文
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
る
高
齢
者
福
祉
政
策
領
域
に
関
す
る
歴
史

的
展
開
を
述
べ
た
上
で
、
本
研
究
が
用
い
る
分
析
枠
組
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者
福
祉
政
策
の
形
成
・
実
施
に
関

わ
る
四
ア
ク
タ
ー
（
中
央
政
府
、
地
方
自
治
体
、
地
域
社
会
、
そ
の

他
の
福
祉
関
連
団
体
）
の
中
で
、
特
に
地
方
自
治
体
を
中
心
と
し
て
、

中
央
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
諸
ア
ク
タ
ー
と
の
相
互
作
用
や
関
連
性

を
包
括
的
に
捉
え
る
分
析
枠
組
を
考
察
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
論

文
で
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
併
用
し
た
上
で
、
諸
ア

1〔）5
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ク
タ
ー
の
相
互
作
用
と
関
連
性
を
重
視
し
た
統
合
モ
デ
ル
を
採
用
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
第
2
部
「
高
齢
者
福
祉
政
策
の
現
状
と
課
題
」
で
は
、
わ

が
国
の
高
齢
者
福
祉
政
策
過
程
の
量
と
質
を
中
央
レ
ベ
ル
、
地
方
レ

ベ
ル
、
ミ
ク
ロ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
焦
点
を
あ

て
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
第
1
章
「
中
央
レ
ベ
ル
の
政

策
過
程
に
関
す
る
分
析
」
で
は
、
福
祉
国
家
を
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
型

福
祉
国
家
、
ビ
ス
マ
ル
ク
型
福
祉
国
家
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
福

祉
国
家
、
ラ
テ
ン
型
福
祉
国
家
に
四
分
類
し
た
上
で
、
わ
が
国
の
高

齢
者
福
祉
政
策
の
水
準
を
ビ
ス
マ
ル
ク
型
福
祉
国
家
を
目
指
し
て
い

る
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
福
祉
に
関
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
必

要
量
」
を
「
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
」
で
割
っ
た
値
を
「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
理
想
乖
離
度
」
と
し
て
各
福
祉
圏
域
に
お
け
る
在
宅
・
施
設

サ
ー
ビ
ス
理
想
乖
離
度
を
算
出
し
た
上
で
、
重
回
帰
分
析
な
ら
び
に

共
分
散
構
造
分
析
を
用
い
て
、
そ
の
乖
離
度
が
生
じ
る
原
因
を
解
明

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
自
治
体
規
模
が
中
程
度
で
産
業
構
造
が
混

在
化
し
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
理
想
乖
雅
度
が
比
較
的
小
さ
く
な

っ
て
お
り
、
過
疎
化
が
進
む
農
村
部
や
過
度
な
人
口
集
中
が
進
む
大

都
市
圏
よ
り
も
、
よ
り
理
想
に
近
い
政
策
実
施
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
第
2
章
「
地
方
レ
ベ
ル
の
政
策
過

程
に
関
す
る
分
析
」
で
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
地
域
毎
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
人
口
密
度

や
高
齢
化
率
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
3

章
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
政
策
」
で
は
、
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
考
察
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
基
盤
に
多
様
な
役
割
を
果
た
す
地
域
集
団
の
存
在
意
義
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
第
4
章
「
福

祉
政
策
の
質
的
向
上
を
め
ざ
す
取
組
み
」
で
は
、
三
鷹
市
な
ど
の
先

進
自
治
体
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
詳

細
に
検
討
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
政
策
過
程
を
基
盤
と
す
る

地
域
集
団
の
特
質
自
体
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
従
来
政

策
実
施
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き
た
地
域
集
団
が
、

今
後
は
政
策
の
形
成
主
体
と
し
て
の
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
第
3
部
「
地
方
レ
ベ
ル
の
福
祉
政
策
過
程
に
関
す
る
研

究
」
で
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
施
量
な
ら
び

に
選
択
さ
れ
る
施
策
が
決
定
さ
れ
る
政
策
実
施
過
程
を
解
明
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
二
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
に
す
る
政

策
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
策
過
程
分
析
を
通
し

て
米
国
型
で
も
北
欧
型
で
も
な
い
日
本
型
福
祉
国
家
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
政
策
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
第
－
章
「
先
行
研
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究
」
で
は
、
本
論
文
で
検
証
す
る
三
種
類
の
仮
説
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
欧
米
な
ら
び
に
わ
が
国
に
お
け
る
政
策
過
程
研
究
を
整
理
す

る
。
具
体
的
に
は
、
米
国
で
は
、
自
治
体
の
要
望
で
政
策
の
導
入
・

実
施
が
決
定
さ
れ
る
「
先
行
要
件
仮
説
」
や
自
治
体
間
の
水
平
関
係

を
通
じ
て
政
策
が
広
が
る
「
伝
播
仮
説
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

本
論
文
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
中
央
政
府
と
の
垂
直
関
係
て
政
策
の

導
入
・
実
施
が
決
定
さ
れ
る
「
垂
直
波
及
仮
説
」
を
用
い
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
第
2
章
「
政
策
実
施
過
程
の
規
定
要
因
」
で
は
、

公
共
政
策
を
開
発
型
政
策
、
基
盤
整
備
型
政
策
、
再
分
配
型
政
策
に

分
類
し
、
上
記
の
三
仮
説
が
各
分
類
の
公
共
政
策
に
及
ほ
す
影
響
力

を
計
量
的
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
開
発
型
政
策
に
は
「
先

行
要
件
仮
説
」
が
有
効
で
あ
る
反
面
、
再
分
配
型
政
策
に
は
「
垂
直

波
及
仮
説
」
が
妥
当
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
わ
が
国
で

は
、
い
ず
れ
の
公
共
政
策
に
も
「
伝
播
仮
説
」
か
説
明
力
を
も
つ
こ

と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
3
章
「
高
齢
者
福
祉
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
と
仮
説
と
の

関
係
」
で
は
、
中
央
政
府
で
形
成
さ
れ
た
高
齢
者
福
祉
政
策
が
地
方

自
治
体
で
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
策
過
程

で
三
仮
説
が
妥
当
す
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
い
る
。
ま
た
地
方
自

治
体
で
政
策
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
現
場
の
市
職
員
の
手
で
実
施
さ
れ

る
ま
で
の
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
策
過
程
で
三
仮
説
が
妥
当
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
福

祉
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
に
お
い
て
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
全
体
と
し

て
垂
直
波
及
仮
説
が
有
効
性
を
も
つ
も
の
の
、
詳
細
に
み
る
と
、
最

低
限
の
生
活
保
障
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
垂
直
波
及
仮
説
」
か

妥
当
す
る
が
、
よ
り
豊
か
な
日
常
生
活
を
保
障
す
る
サ
ー
ビ
ス
て
は

「
先
行
要
件
仮
説
」
が
最
も
妥
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
第
4
章
「
仮
説
と
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
連
性
に
関
す

る
考
察
」
で
は
、
上
記
三
仮
説
の
中
で
全
体
的
に
妥
当
性
が
高
い
垂

直
波
及
仮
説
を
取
り
上
け
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
垂
直
波
及
仮
説
は
、
基
礎
自
治
体
に
お
け
る
政
策
決
定

者
が
都
道
府
県
の
政
策
方
針
に
従
っ
て
当
該
基
礎
自
治
体
の
政
策
導

入
お
よ
び
政
策
実
施
量
を
規
定
す
る
「
自
発
型
垂
直
波
及
仮
説
」
と

都
道
府
県
が
そ
の
権
限
・
財
源
を
用
い
て
強
制
的
に
基
礎
自
治
体
の

政
策
決
定
者
を
政
策
方
針
に
従
わ
せ
る
「
強
制
型
垂
直
波
及
仮
説
」

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
わ
が
国
で
は
強
制
型
垂
直
波
及
仮
説
の

方
が
妥
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
記
三
仮

説
の
妥
当
性
と
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
連
を
分
析
し
た
結
果
、

先
行
要
件
型
政
策
過
程
か
ら
生
じ
る
政
策
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
第
5
章
「
分
権
型
福
祉
国
家
に
お
け

る
政
策
過
程
」
で
は
、
自
治
体
規
模
な
ど
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
仮
説

か
異
な
る
か
ど
う
か
を
分
析
し
、
自
治
体
規
模
が
大
き
く
政
策
能
力
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が
高
い
地
方
自
治
体
だ
け
が
「
先
行
要
件
型
」
政
策
過
程
を
採
用
し
、

多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
「
垂
直
波
及
型
」
政
策
過
程
に
よ
っ
て
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
確
保
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
地
方
分
権
改
革
に
よ
っ
て
垂
直
波
及
力
が
弱
ま
る
こ
と
で

自
治
体
間
政
策
能
力
格
差
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
量
の
格
差
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
定
の
ロ

ー
カ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
保
障
す
る
機
能
を
伴
う
日
本
型
分
権
福
祉
国
家

を
創
出
す
る
た
め
に
、
伝
播
型
政
策
過
程
の
必
要
性
を
提
唱
し
て
い

る
。　
こ
こ
で
、
本
論
文
に
対
す
る
評
価
を
す
る
と
、
第
一
に
欧
米
の
理

論
に
わ
が
国
特
有
の
現
象
を
理
論
化
し
て
付
け
加
え
、
よ
り
わ
が
国

の
実
情
に
あ
っ
た
分
析
を
試
み
て
い
る
点
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
本
論
文
で
は
、
日
本
と
は
根
本
的
に
異
な
る
中

央
地
方
関
係
を
持
つ
米
国
で
育
ま
れ
て
き
た
モ
デ
ル
を
わ
が
国
に
も

そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
独
自
の
モ
デ
ル
を
構
築
し

て
分
析
に
加
え
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
米
国
型
モ
デ
ル
が
唯

一
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
論
文
は
米
国
に
お
け
る
既
存
の
研
究
業
績
を
相
対
化
さ
せ
、

日
米
両
国
に
お
け
る
研
究
業
績
を
包
括
す
る
メ
タ
な
モ
デ
ル
を
求
め

る
と
言
う
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
に
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
第
二
に
本
論
文
で
は
、
従
来
の
政
策
過
程
研
究
が
制
度
論

に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
具
体
的
な
政
策
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
従
属
変
数
と
し
、
そ
れ
を
規
定
す
る
要
因
を
計
量
的
に
解
明
し

て
い
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
デ
ー
タ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
方
自
治
体
の
政
策
担
当
者
の
意
識
調
査
な
ど
を
用
い
た
分
析
も
行

っ
て
お
り
、
佐
々
木
君
が
理
論
と
実
証
を
有
機
的
に
結
び
付
け
て
本

論
文
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
本
論
文
に
も
今
後
の
課
題
と
な
る
べ
き
点
を
指
摘

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
第
一
に
理
論
的
に
用
い
た
仮
説

と
政
策
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
上
で
、
政
策
過

程
の
構
造
と
福
祉
政
策
の
質
的
側
面
や
住
民
の
満
足
度
等
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
な
お
よ
り
良
い
研

究
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
第
二
に
本
論
文
で
用
い
た
仮
説
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ

っ
て
政
策
が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
し
た
上
で
、
政
策
過
程
と
政
策
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
連
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
者
え
る
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
政
策
提
言
に
つ
い
て
は
、
「
緩
や
か
な
地
方
分

権
策
」
を
実
施
し
た
場
合
に
現
状
が
ど
こ
ま
で
改
善
さ
れ
る
の
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
の
て
は
な
い
か
と
考
え
る
。

特
に
、
各
自
治
体
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
量
と
負
担
が
現
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状
に
比
し
て
ど
の
程
度
、
変
わ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
中

央
政
府
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
の
財
政
債
務
が
ど
の
程
度
、
改
善
す

る
の
か
を
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
本
論
文
の
結
果
、
得
ら
れ
た
知
見

が
、
日
本
型
福
祉
国
家
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
等
さ
ら
に
広
範
な

分
野
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
論
文
に
お
け
る
問
題
点
と
言
う

よ
り
は
、
今
後
に
行
う
研
究
に
お
け
る
課
題
と
も
一
一
一
、
・
う
べ
き
も
の
で

あ
り
、
本
論
文
審
査
の
主
査
、
副
査
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士

（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
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